深い泉44号- 1面(幸せを求めるあなたに)

愉快* そう快* 痛快
「完了した!」
[image: image1.emf]
韓国のすべての人の心をすっきりとさせた19年ぶりの勝利　「今日、未明にあったワールドカップ最終予選で、サッカー代表チームが19年ぶりにサウジアラビアを下しました...そうです。本当にうれしい知らせです。本当にうんざりするほど長かった19年間のジンクスが、いよいよ崩されたのです。1985年生まれの同い年のこの二人の若い選手がいるので、韓国サッカーは希望を持つことができます...」1989年10月25日以後19年間、一度も勝てなかった「サウジ・ジンクス」は、20日未明にサウジの7万人あまりの観衆が応援する不利な条件の中で伝えられた「シュート! ゴールだ! 」というアナウンサーのコメントで、韓国の人々の胸から崩れ去りました。今日、世界がこのようにスポーツに熱狂するのは、この時代が銃や刀を持って戦争をする時代ではなく、スポーツを持って戦争する時代なので、その勝利は単純な意味を越えるようになるからです。特に、大多数の観衆が動員されて、同時に全世界で数十億の観衆が見守るサッカーは、国の戦争に代わる様相を呈しています。それを反映するように、今回はスンニヌンＡＰ、ESPN、Fox sportsなど各種の外信を通して重みをもって伝えられました。こういううれしい知らせに、人々は慰めと安らぎを得て、少しの間だけでも現実の苦しみから抜け出すようになります。

2千年前に伝えられた地上最高の知らせ「完了した! 」　ところで、すでに2千年前に永遠な安らぎと喜びをもたらす知らせがありました。「きょうダビデの町で、あなたがたのために、救い主がお生まれになりました。この方こそ主キリストです... いと高き所に、栄光が、神にあるように。地の上に、平和が、御心にかなう人々にあるように(ルカの福音書2:11-14)」もう少ししたらクリスマス(Christmas)がやってきます。この言葉は「油を注がれた者」という意味の「Christ」と「日、記念日」という意味の「mas」が合わさった単語で「油を注がれた者の日」という意味です。旧約聖書を見れば、祭司、預言者、王を任命する時、頭に油を注いで立てました。それなら、人間を救うキリストは、果たしてだれなのでしょうか。その方がまさに「イエス」なのです。イエスは「ご自分の民をその罪から救ってくださる方です」という意味です(マタイの福音書1:21)。イエス様は、神様を離れた人間に、神様に会う道を開かれた真の預言者です(ヨハネの福音書14:6)。人間がとても恐れて心配しているすべての運命と呪い、罪の問題を完全に解決された真の祭司です(ローマ人への手紙8:2)。確かに、この世に存在している暗やみの勢力、サタンのすべての権威を完全に打ちくだかれた真の王です(ヨハネの手紙第一3:8)。このイエス様が十字架で最後に人類に投げられた最高の喜びの知らせ「完了した! (ヨハネの福音書19:30)」イエス・キリストを心の中に主人として受け入れる瞬間、神様の子どもになります。霊的な苦しみと呪いから、生年月日による運勢や運命から解放されることは言うまでもありません。それで、神様の子どもは占いをしたり、厄払いをしてもらう必要がありません。地獄の権威とサタンの権威から完全に解放されて、真の自由と平安を味わうようになります。私の人生に最も愉快*痛快*さわやかな、その出会いの場に、今日、私を招いてくださったのです。Happy you^^
神様の子どもになる受け入れの祈り
愛の神様、私は罪人です。イエス様が十字架で死んで復活されることによって、私のすべての問題を解決してくださったキリストであることを信じます。今、私の心の扉を開いて、イエス様を私の救い主として受け入れます。今、私の心の中に来てくださって、私の主人になって、私を導いてください。これから、神様の子どもになった祝福を味わいながら生きるようにさせてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン

深い泉44号- 2面(The Leader's Time)
苦い水を甘い水に変える働き人

	禍転じて福となす 1628年イギリスで出まれ、ピューリタンの妻の影響で1635年にクリスチャンになったジョン・バンヤンは、当時、イギリスの国王であったチャールズ2世から、一般信徒が許可なくみことばを伝えたという理由で、1660年に監獄に行くようになりました。もし、みことば伝えることを止めたら赦免すると提案された時、バンヤンは「もし私が今日出獄したら、明日私は神様に助けられて、また福音を伝えるだろう...」その結果、バンヤンは12年間の禁固刑を受けなければならなかったのですが、むしろその中で不朽の名作である「天路歴程」を残す機会となりました。1672年に釈放されたバンヤンは、再び現場でみことばを伝え始めたのですが、そのようにした動機について「私が神様のためにしなければならない特別なことは、みことばを伝えなければならないという大きい飢え渇きが私のたましいの上に臨むのを見たから...」と告白しました。

小学校にも通うことができず、5代目の一人息子だったので、親戚が一人もいず15才で孤児の家庭になったのですが、国家が認める超精密加工分野での名匠として立てられたテウ重工業のキム・キュファン名匠、末端の小間使いから名匠になるまでの告白は、穏やかな感動を与えます。「命を賭けて挑戦すれば、できないことはありません...一日中、見つめて考えて、また考えれば、解答が出てきます..私がする分野で、誰も迫ってくることができないほど頂上に上れば、お金は問題ではありません..」

私たちは何を考えて生きているのでしょうか　神様はただの1秒ものがさないで、私のことを記憶して、終日終夜、答えておられます。サタンに奪われた全てのものを回復して、世界を生かすために、さらに重要な私たちの次の世代と未来のために、最高の答えを味わう祈りの証人として私たちを呼ばれました。謙虚ながらも静かに神様がくださる力を持って、崩れていく教会を生かして、運命と呪いの中に滅びていく未信者を生かして、一地域の責任を負う伝道の証人として呼ばれました。サタンの巧妙な策略の前に、かくされた霊的問題に苦しめられながら、堕落と偶像に捕われてしまった暗やみの現場に真の福音の光を照らして、神の国を建てる光の証人として呼ばれました。ここに私たちの人生と視線が留まらなければなりません。24時間祈りの幸せ、みことばの幸せ、伝道者の幸せを味わう時、世界は変化するようになっています。苦い水を甘い水に変える、最も美しい人生なのです!


	神様の子どもの五つの確信
①救いの確信-イエス・キリストを信じて受け入れたあなたは、神様の子どもになって救いを得ました。(ローマ8:15-16、Ｉヨハネ5:10-13)

②祈りの答えの確信-神様の子どもは、イエス・キリストの御名で何でも求めることができて、神様はご自分のみこころ通りに必ず答えてくださいます。(ヨハネ15:7)

③導きの確信-神様は聖霊であなたの中におられ、あなたのすべての生活を治め、導いてくださいます。(ヨハネ14:26-27、箴言3:5-6)

④赦しの確信-あなたのすべての罪はイエス・キリストのあがないの血の力で解決されたので、だれでも罪を告白して悔い改めれば許してくださいます。(Ｉヨハネ1:9、ローマ3:24)

⑤勝利の確信-救われたあなたは、世の中に勝たれたイエス・キリストによって、どんな問題の中でも信仰で勝利することができます。(ローマ8:31-37、Ｉヨハネ5:4)

神様の子どもの毎日の祈り

父なる神様。イエス・キリストによって神様がいつも私とともにおられ、導いてくださることを感謝します。今日も、すべての生活の中で神様の子どもになった祝福を味わうように、聖霊に満たしてください。私の家庭と現場と行く歩みごとに、福音を邪魔して困らせるすべてのサタンの勢力を、権威あるイエス・キリストの御名で縛ってください。どんなこと、どんな問題でも解決者であるイエス・キリストに任せて、その中で神様のより良い計画を発見しながら、聖霊に導かれる生き方になりますように。それで、私の生き方を通してイエス様がキリストであることが証しされ、私の現場に神の国が臨むようにしてください。毎日、私の生活の中で神様の願いである世界福音化の契約を握って勝利することができますように。今でも私とともにおられるイエス・キリストの御名でお祈りします。アーメン

深い泉語録

最も有能な牧師　最も有能な牧師、最も有能な伝道者は、未来を説教して、未来を正確に証明するのだ。

カウンセリングとは　その人に対する未来を神様のみことばで与えることだ。

訪問とは　その家に行って、なっていく神様のみことばを祝福で与えることだ。

(2008.3.5.総会神学校特講の中から)




深い泉44号- 3面(今週の黙想)
私の人生をどこにオールイン(All in)するのか
教会堂の主役、現場の主役! 　神様は私たちを世界福音化の主役として呼ばれましたが、どのようにすれば主役になるのかと、悩むようになるでしょう。聖書が話す主役は、教会堂の中や団体での主役になれということではなく、現場で主役になりなさいということです。今、現場は、すべてが話すことができない苦しみと問題に陥っています。ここに答えを与える主役になれということです。景気が悪くなって、占いが好況であると言われています。ますます深刻な霊的問題に苦しめられていくのです。パウロも伝道する時、ユダヤ人が最も重要視する伝統と民族主義、制度と律法主義、教育と会堂を理解して入っていきました。マケドニヤに行った時、その現場を掌握しているシャーマニズム、占い、偶像文化を理解しました。強大国の政治文化を理解して、そこに解答を与えました。文化は、私たちの生活の中にかならず必要なのですが、福音でなくては、変えることも癒すこともできません。だから、本当に福音を分かれば、主役になるしかないのです。
主役の開始　初代教会は、どのように現場で主役になったのでしょうか。すべての生活の中で福音を味わう楽しみが出てきたのでした。学生は「私は勉強を持って世界福音化する」それを味わうことがおもしろくなければなりません。この時、プライドが生まれて、私の価値とアイデンティティーを発見することができます。そうすれば、揺れない絶対性が来るようになっています。初代教会は、人間の運命、呪い、サタンの問題を解決されたキリストの絶対性(使徒1:1)、キリストを味わう時に臨む神の国の奥義(使徒1:3)、目に見えなく働く聖霊の働き(使徒1:8)をもって主役になったのです。これを味わういのちの運動が先に私から、教会の中から起きました。この人生キャンプ、自分のキャンプになる時、教会に行く時ごとに使徒2章の力を得る教会キャンプと、ともにする現場キャンプ、持続キャンプの門が開かれるのです。いのちを持った者は、次世代と地域に臨む呪いとサタンの働きを防ぐことができます。終わりの日に深刻に起きる霊的問題を解決できます。恐れずに、神様の計画の中に私たちの残りの人生をオールインすればよいのです。
私の人生をどこにオールインしますか　自分をだましながら、イエスを信じる者を迫害していたパウロが、ダマスコで復活されたキリストに会った後、神様の前に真実の答えを出しました。「ただ福音でなければだめだ! 」それで、暗やみに捕われている人間の運命を変える人生改革にオールインしました。福音を知らず、福音を防いでいる宗教を改革するのにオールインしました。繰り返す呪いと災い、現場を掌握しているサタンの文化を変える事にオールインしました。私たちの残りの人生を、どこにオールインすればよいのでしょうか。神様の視線と関心が留まる所、世界福音化のための1千万弟子、世界福音化のための20の戦略の世界化、次世代と未来を生かすレムナント運動(RUTC)、光の経済に(OMC)回復しなければならない暗やみの経済の現場、私を通して生かさなければならない私の地域現場...難しいことではありません。今から24時祈りの幸せ、24時みことばの幸せ、24時福音の光を放つ伝道者の幸せを味わい始めれば、世界は変わり始めるでしょう。あなたは勝利することができます。

深い泉44号- 3面

(横面-森の泉+週間メッセージ)

	森の泉

	1日(月)

伝道弟子のモデル(使徒9:10-15)

真の伝道弟子になろうとするなら、インマヌエルを味わいながら、自分の身分と立場、スケジュールに合う私の伝道、神様の時刻表をのがさない私の祈り、みことばに従って聖霊に導かれる私の現場、みことばと祈りと伝道の働きを証しする私のフォーラムを見つけ出さなければなりません。

2日（火）

レイプされた経験はどのようにいやせば良いでしょうか(創世記34:1-31)

まず、良い経験ではないのですが、重要なきっかけにしなければなりません。そして、これから世の中を生きていくのに、多くの分別力が必要であることを認識して、大きい教訓と重要なメッセージとしなければなりません。そうすれば、これから多くの次世代に、重要なメッセージを伝えながら指導できる土台になるでしょう。

3日（水）

準備された弟子、皮なめしシモン(使徒10:1-8)

福音の中で、私の伝道、祈り、現場、フォーラムを持って伝道の祝福を味わいながら、RUTC、OMCの契約を握る人に、神様のすべての関心が集中します。神様の関心に、私の関心が集中する時、弟子の祝福を味わうようになります。

4日(木)

ピラトの裁判(ヨハネ18:28-40)

福音を正しく知ることができずに信仰生活をしていると、必ず次世代に問題が訪れます。サタンはあらゆることを与えながら、福音だけ知らなくさせて、滅びに引っ張っていきます。しかし、神様はどんな環境の中でも、大きい福音の計画を成し遂げていかれます。

5日(金)

神様の時刻表(使徒11:19-30)

信仰生活を上手にする人は、神様の時刻表をのがしません。正しく悟って、真の福音と伝道が回復する時、その中で私を見つける時ごとに、神様の時刻表が繰り上げられました。

6日(土)

私の伝道以前にすること(マタイ10:19-20)

現場で未信者の内面とさまようクリスチャンの姿を見なければなりません。まさにその現場に、神様が全てのものを準備しておかれたことを体験して、全地域をながめて、伝道キャンプを持続しなければなりません。



	週間メッセージ

	産業宣教:文化以前には伝道運動は不可能(使徒17:1)

伝 道 学:葛藤(10)どのように主役になることができるの
ですか(マタイ28:16-20)

核心訓練:神様の絶対性を見た初代教会(使徒19:21)

聖日1部:わたしの羊を飼いなさい(ヨハネ21:15-25)

聖日2部:3つの改革のために(使徒9:1-15)




深い泉44号- 4面(深い泉Story)
火の用心
アメリカ少年の将来の希望の中で一番多いのが、消防隊員になることだという。消防隊員の献身的な活動をよく見ている少年のアメリカらしい願いだと言えるだろう。韓国の子どもたちは、昔には清掃員になるのが願いである子どもたちが多かった。今は、ゴミを分別回収するので、機械的な回収が可能になったが、昔は、朝早く歌が拡声器を通して鳴り響けば、いっせいに家ごとに大人たちが手にごみ箱を持って、その自動車に集まったことを見て、ゴミ回収の車が持ったパワーに心を寄せたようだ。アメリカ、カリフォルニアの山火事で、多くの財産の被害があり、困難を経験しているのをニュースを通して見ながら、過去に、私たちもカンウォンドのコソンの山火事による苦しみを見たので、太平洋を越えても他人事ではないように思える。山火事の被害で、自分たちの家と美しい公園は失ったが、それでも自分たちの思い出までは焼けなかったという、ある被災者の話が、肯定的なアメリカ人の表現として心に留まる。火自体は、そんなに強い力ではないのだが、その火を広げる風が、事実は問題になる。私たちが簡単に思うのは、火がついたら、はやく消せば良いということだろうが、山火事が起きて強い風が吹いてくれば、その火花が、なんと何Kmも飛んで行くので、消防隊員が骨を折るようになるということだ。人間は他の動物と違って、火を使うことができる存在だ。本来、火は神様にささげるいけにえを焼く用途に与えられたのだ。天使の炎の剣から出てきた火が、神様に会う道を案内する道具として使われて、洪水以後に、人間も肉を食べられるようになって、火の用途は生活の手段になり、暖房、炊事などに活用されている。
家におばあさんが三人いたら、火事にはならないと言われている。もちろん、心配が多い年配の人々の性質上、管理をよくするということだが、人生の知恵を持った結果だと見られる。今はあまり見かけないが、この前まで、路上で火の用心のポスターを見ることができた。用心すれば治められるが、事実は、大きい被害を与える火事は、人間が管理できる限界を越えて起きる。聖書は、人間が人生が終わるそれまでに、人間の人生の時刻表の中で回復しなければならないこと、すなわちそれは救いであるが、それを成し遂げられない者の未来について火で説明している。多分、苦しみの実際的な表現なので、そのように語られているけれど、それよりもっと大きい苦しみが準備されているのかもしれない。結果を予測できる人生の危機に対して、人々は数に対しては敏感だが、永遠な確実性を不確実性で押してしまえば、その時は思い出の美しさも消えて、灰も意味がなくなる。それで、神様はこの世に伝道者を私たちのそばに置いて、機会の時間を得るようにされるのだ。威嚇を通して救われるようにされようとするのではなく、用心して現場を見れば、まだ神様の恵みが機会で残されている神様の愛を感じられるだろう。火の用心はしなければならないが、それでも火の被害が来ているならば、はやく退避しなければならない。分かっても避けなければ、カリフォルニアの美しい公園のように裁かれるためだ。したがって、普段は火の用心をして健康と財産を守り、永遠に迫ってくる火も用心して、いのちの救いをのがさないようにお願いする。

チョン・ヒョングク牧師(福音コラムニスト)
